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北信州森林組合

第49号

大雪で倒壊した機材庫を建替えました。2月28日に完成し引渡しとなりました。

組合ホームページもあります。ぜひ、ご覧ください！
https://www.jforest-kitashinshu.or.jp/
スマートフォン対応となっています。

新旧組合長就任退任あいさつ ･････････ ２

第22回通常総代会開催しました ･･････ ３

令和４年度事業・決算関係  ･･･････ ３～４

令和５年度事業計画 ･････････････････ ５

組合員の除名について ････････････････ 5

新役員体制が決定しました  ･･････････・6

ICTハーベスタ導入しました ･･････････ ７

新しい林業経営モデル実証事業
現地検討会  ････････････････････････ ７

組合の職員募集しています  ･･････････ ８

人事異動 ･･･････････････････････････ ８

新入職員紹介  ･･････････････････････ ８

主
な
内
容
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こ
の
た
び
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
山
﨑
明
と
申
し
ま
す
。

組
合
の
健
全
経
営
に
道
筋
を
つ
け
、
立
派
な

実
績
を
残
さ
れ
た
清
水
前
組
合
長
の
後
任
と
し

て
、
様
々
な
取
組
に
一
層
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
信
州
地
域
の
森
林
は
、
先
人
の
皆
さ
ん
の

ご
努
力
に
よ
り
、ス
ギ
人
工
林
を
中
心
と
し
て
、

利
用
可
能
な
状
況
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た

森
林
は
、
経
済
価
値
の
あ
る
合
理
的
な
太
さ
で

計
画
的
に
伐
採
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
本
地
域
は
国
土
調
査
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
の
で
、
同
時
併
行
し
て
、
市
町
村
と
の

連
携
の
も
と
、
境
界
の
明
確
化
を
進
め
て
い
く

必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
二
酸
化
炭
素

吸
収
力
の
大
き
い
若
い
森
林
を
再
生
し
て
い
く

こ
と
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の
構
築
と
い
う

観
点
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
林
業
の
収

益
性
は
必
ず
し
も
高
い
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
信
州
大
学
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
ス
マ
ー
ト
林
業
を
構
築
し
、
安
全
性
と
収

益
性
の
確
保
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
広
葉
樹
が
多
い
と
い
う
の
も
こ
の
地

域
の
特
徴
で
す
。
最
近
、
広
葉
樹
の
価
値
は
見

直
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
森
林
の
利
用
に

も
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
気
候
変
動
の
影
響
か
ら
、
想
定
で
き

な
い
よ
う
な
災
害
が
身
近
な
森
林
か
ら
発
生
す

る
リ
ス
ク
を
抱
え
る
時
代
と
も
な
り
ま
し
た
。

当
組
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
機
関
と
の

連
携
を
通
じ
、
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
職
員
に
定

着
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
市
町
村
と
の
連
携
の

も
と
で
地
域
の
安
心
安
全
の
確
保
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
森
林
を
健
全
な
状

態
で
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
の
は
、
今
を

生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

過
程
で
有
形
無
形
の
恩
典
を
組
合
員
さ
ん
に
お

返
し
し
て
い
く
の
が
組
合
と
し
て
の
使
命
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

森
林
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
年
々
多
様
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
為
さ
ず
ん
ば
な
ん
ぞ
成

ら
ん
、
そ
ん
な
思
い
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
五
月

今
総
代
会
を
以
て
任
期
満
了
に
伴

い
、
代
表
理
事
組
合
長
を
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
に
理
事
に
就
任
し

令
和
二
年
か
ら
は
組
合
長
と
し
て
、

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
指
導
ご
鞭
撻
い

た
だ
き
な
が
ら
、
大
過
な
く
今
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
組
合
長
と
し
て
の
三
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
、
木
材
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
か
ら
価
格
が
高
騰
し
た
﹃
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
﹄。
そ
し
て
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
原
油
価
格
等
の
高

騰
な
ど
、
社
会
経
済
活
動
は
総
じ
て
低
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

組
合
設
立
二
十
周
年
記
念
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
部
は
規
模
縮
小
等
し

ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
大
き
な
節
目
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
森
林
組
合
と
業
務
連
携
を
し
、
春
先
や
除
雪
作
業
が
本
格
化

す
る
前
に
、
中
信
地
域
等
で
の
森
林
整
備
に
よ
り
、
大
き
な
収
益
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懸
案
の
「
除
雪
に
頼
ら
な
い
経
営
へ
の
転
換
」
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
三
期
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

林
業
は
、
新
た
な
森
林
管
理
制
度
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
し
い
道
を
踏
み
始
め
て
い
ま
す
。
森
林
組
合
は
、「
組
合
員

の
皆
様
の
利
益
」
を
基
本
に
据
え
て
、
林
業
・
木
材
産
業
を
成
長
発
展
さ
せ

﹃
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
﹄
に
も
寄
与
し
て
い
く
大
切
な
役
割
を
負
っ
て

い
ま
す
。

今
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
終
息
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
よ
う
や
く
沈
静
化
の

様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

山
﨑
組
合
長
を
先
頭
と
す
る
新
し
い
役
員
体
制
の
も
と
、
北
信
州
森
林
組

合
の
更
な
る
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇ 

新
組
合
長
就
任
あ
い
さ
つ

◇ 

前
組
合
長
退
任
あ
い
さ
つ

北
信
州
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
　山
﨑
　明

前
組
合
長
　清
水
　侃
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３年ぶりの通常開催となり、盛大な総代会となりました。

（単位 千円）

事　業　総　損　益
収 益 412,375
費 用 278,226

事 業 総 利 益 134,149
事　業　損　益

人 件 費 86,938
旅 費 交 通 費 640
事 務 費 3,476
業 務 費 10,165
諸 税 負 担 金 3,288
施 設 費 11,049
雑 費 761

事　業　管　理　費　計 116,317
事　業　利　益 17,832
事　業　外　損　益 1,971
経　常　利　益 19,803
特　別　損　益 1,397
税　引　前　当　期　利　益 21,200
法人税・住民税及び事業税 703
当　期　剰　余　金 20,497
前　期　繰　越　剰　余　金 15,794
当　期　未　処　分　剰　余　金 36,291

損 益 計 算 書

※千円未満ついては四捨五入ですが、合計を合わせるために切捨、切上しています。

(単位 千円)

Ⅰ 当期未処分剰余金 36,291

Ⅱ 法定準備金戻入 187

Ⅲ 剰余金処分額
　　任意積立金
　　　　損失補填積立金 0

　　　　林業機械購入積立金 10,000

　　　　除雪車購入積立金 5,000

　　出資配当金　（5％） 4,554

19,554

Ⅳ 次期繰越剰余金 16,924

※千円単位で記載するため端数調整しています。

令和４年度　剰余金処分案

設
立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、記
念
誌
の
発
行
、

記
念
式
典
・
祝
賀
会
、
本
所
の
看
板
建
替
え
を
行
い
ま

し
た
。
感
染
拡
大
か
ら
、
式
典
は
規
模
縮
小
、
祝
賀
会

は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
計
画

の
と
お
り
実
施
と
な
り
、
大
き
な
節
目
を
祝
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

森
林
林
業
に
お
い
て
は
、社
会
現
象
と
な
っ
た
「
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
」
は
終
息
し
、
木
材
需
給
の
混
乱
は
沈
静

化
し
ま
し
た
。
輸
入
木
材
の
よ
り
戻
し
に
よ
る
原
木
販

売
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
梱
包
用
材
需
要

な
ど
に
支
え
ら
れ
、
大
幅
な
値
崩
れ
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
な
く
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

森
林
整
備
事
業
で
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
受
託

に
よ
る
集
約
化
施
業
を
安
定
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

国
有
林
生
産
請
負
の
受
注
も
あ
り
、
保
有
林
業
機
械
を

効
果
的
に
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
利
用
部
門
で

は
、
市
町
村
と
連
携
し
た
林
地
台
帳
整
備
事
業
が
新
た

に
加
わ
り
、
将
来
の
森
林
管
理
に
欠
か
せ
な
い
森
林
境
界

明
確
化
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
収
益
は
、
販
売
で
千
二
百
三
十
七
万
円
（
前

年
対
比
１
５
７
％
）、
森
林
整
備
で
一
億
四
千
百
四
十
八

万
円
（
前
年
対
比
88
％
）
と
な
り
、
販
売
で
は
立
木
の

買
取
り
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
を
大
き
く
上
回

り
ま
し
た
が
、
森
林
整
備
で
は
前
年
比
で
微
減
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
利
用
部
門
で
は
、
利
用
料
収
入
が
前

年
対
比
２
３
６
％
と
大
き
く
上
回
っ
た
も
の
の
、
特
殊

伐
採
な
ど
の
利
用
事
業
収
入
が
五
千
五
百
三
十
八
万
円

（
前
年
対
比
80
％
）、
受
託
利
用
事
業
（
除
雪
）
が
一

億
二
百
二
十
八
万
円
（
前
年
対
比
72
％
）
と
な
り
、
利

用
全
体
で
は
前
年
対
比
98
％
の
二
億
四
千
二
百
九
十
二

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
の
損
益
で
は
収
益
合
計
四

億
千
二
百
三
十
八
万
円
に
対
し
て
費
用
合
計
二
億
七
千

八
百
二
十
三
万
円
、
事
業
総
利
益
が
一
億
三
千
四
百
十

五
万
円
と
な
り
、
前
年
対
比
で
は
86
％
と
な
り
ま
し
た

が
、
計
画
対
比
で
は
１
０
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、事
業
管
理
費
が
一
億
千
六
百
三
十
二
万
円
（
前

年
対
比
99
％
）
で
事
業
利
益
は
千
七
百
八
十
三
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
事
業
外
損
益
百
九
十
七
万
円
を
加
え
た

経
常
利
益
は
千
九
百
八
十
万
円
で
し
た
が
、
特
別
損
益

の
百
四
十
万
円
を
加
え
、
税
引
前
当
期
利
益
は
二
千
百

二
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
四
月
二
十
二
日
（
土
）
に
中
野
市

中
央
公
民
館
講
堂
に
お
い
て
、
第
二
十
二
回
通

常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
総
数
二
〇
〇
名
の
う
ち
本
人
出
席
六
十

六
人
、
書
面
出
席
百
六
人
、
合
計
百
七
十
二
人

の
出
席
で
、
総
代
会
議
長
に
山
ノ
内
地
区
選
出

総
代
の
岩
本
繁
樹
さ
ん
を
選
出
し
て
議
事
が
行

わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
十
三
議
案
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り
、
多
く
の
総

代
に
出
席
い
た
だ
き
、
ま
た
、
御
来
賓
も
二
十

二
名
と
多
く
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
、
た
い

へ
ん
盛
大
な
総
代
会
と
な
り
ま
し
た
。

第22回通常総代会を開催しました。

令
和
四
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
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賛成数

第１号議案
令和４年度事業報告・貸借対照表・損益計算書・剰余金処分案・注
記表及び附属明細書の承認について 168

第２号議案 令和５年度事業計画について
169

第３号議案 令和５年度賦課金の額及び納期の決定について
167

第４号議案 令和５年度役員報酬の決定について
167

第５号議案 令和５年度余裕金の預け入先の決定について
169

第６号議案 令和５年度借入金の最高限度額決定について
168

第７号議案
一組合員及び組合員以外の者に対する貸付金の最高限度額決定につ
いて 169

第８号議案
一組合員の負担する債務に対する債務保証の最高限度及び本年度内
における債務保証の最高限度額決定について 168

第９号議案 定款の一部変更について【特別決議】
169

第10号議案 規約の一部変更について
169

第11号議案 組合員の除名について【特別決議】
169

第12号議案 役員退任慰労金の支給について
167

第13号議案 令和5年度役員の選任について
168

附帯決議 　
156

議　案

各議案の採決の状況（賛成数）

科 目 金額 科 目 金額 科 目 金額 科 目 金額

資 産 の 部 負 債 の 部 純資産 の 部

流動資産 流動負債 出資金

現金 358 建物付属設備 65 受託販売預り金 38,445 払込済出資金 91,076

預金 378,353 一括償却資産 0 買掛金 24

売掛金 431 土地 45,130 未　 払 　金 40,315 資本剰余金

未収金 101,511 森林 0 未払法人税等 703 資本準備金 826

短期貸付金 1,000 有形固定資産合計 130,121 短期借入金 1,000 資本剰余金合計 826

立替金 44,935 前受金 1,216

仮払金 1,078  無形固定資産 前受収益 154 利益剰余金

前渡金 0 水利権 79 貸倒引当金 0 法定準備金 182,339

貸倒引当金 △ 600 ソフトウェア 389 預り金 20,697 任意積立金

有価証券 0 無形固定資産合計 468 未払費用 0 　　(1)損失補填積立金 213,758

たな卸資産 4,183 　　(2)除雪車購入積立金 20,000

その他 578  外部出資その他資産 　　(3)林業機械購入積立金 10,000

系統出資金 10,250 流動負債合計 102,554 当期未処分剰余金

系統外出資金 1,120 当期剰余金 20,497

差入保証金 0 固定負債 前期繰越剰余金 15,794

流動資産合計 531,827 預託金 23 農林漁業資金借入金 0

固定資産 　長期前払費用 2,718 退職給付引当金 18,933 利益剰余金合計 462,388

外部出資合計 14,111 役員退任慰労給付引当金 750

 有形固定資産

建物 41,507 固定資産合計 144,700 固定負債合計 19,683 純資産合計 554,290

構築物 7,149

機械装置 35,795 負 債 合 計 122,237

車輌運搬具 0

工器具備品 475 資 産 合 計 676,527 負債・純資産合計 676,527

※千円単位で記載するため端数調整しています。

貸　 借 　対　 照　 表  　　　令和5年2月28日現在　（単位　千円）

(単位 千円)

金 額 備 考

4,510
賦課金、実費収入

12,370
販売品売上・林産手数料　他

森 林 整 備 141,478
森林整備収入、森林請負収入
他

利 用 242,915
調査収入、利用料、利用事業収
入、受託利用事業収入　家賃収
入 共済保険手数料　他

購 買 11,097
事業物資売上
生活物資売上

金 融 5
事業資金貸付利息
林業改善資金取扱手数料

412,375

金 額 備 考

5,141
総代会経費、広報紙発行費　他

4,855
販売品原価　他

森 林 整 備 80,021
森林整備費、森林請負費　他

利 用 179,198
調査費、利用施設維持費、利用
事業費、受託利用事業費　研修
施設維持費　他

購 買 9,010
事業物資売上原価
生活物資売上原価

金 融 1
事業資金借入利息

278,226

※千円単位で記載するため端数調整しています。

2,100 千円
112,387 千円
91,787 千円

部 門 別 損 益
令和5年2月28日現在

部 門

森

林

整

備

部

門

合 計

合 計

収 益

費 用

部 門

指 導 部 門

受託森林整備取扱高

販 売 部 門

指 導 部 門

販 売 部 門

森

林

整

備

部

門

受託販売取扱高
受託林産取扱高

木
材
販
売
は
、
受
託
林
産
事
業
九
千
三
十
四
㎥
、
買
取
林
産
二
百
五
十
八
㎥
、
受
託

販
売
百
四
十
八
㎥
、
を
販
売
し
ま
し
た
。
木
材
生
産
量
は
、
国
有
林
の
生
産
請
負
五
千

九
百
二
十
二
㎥
を
含
め
一
万
五
千
三
百
六
十
二
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
額
で
は
受
託

林
産
一
億
千
二
百
三
十
九
万
円
、
受
託
販
売
二
百
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
生
産
請
負

の
事
業
量
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
受
託
林
産
の
取
扱
い
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

森
林
整
備
事
業
で
は
、
主
軸
事
業
の
受
託
林
産
事
業
は
生
産
量
で
前
年
対
比
88
％
、

受
託
森
林
整
備
取
扱
高
は
前
年
対
比
93
％
の
一
億
千
二
百
三
十
九
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
収
益
と
な
る
管
理
費
収
入
は
四
千
七
十
五
万
円
で
前
年
対
比
１
３
３
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
請
負
事
業
で
は
、
国
有
林
な
ど
か
ら
造
育
林
事
業
、
生
産
請
負
な
ど

で
九
千
六
百
九
十
六
万
円
（
前
年
対
比
93
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
森
林
整
備
全
体
の
損

益
は
六
千
百
四
十
六
万
円
で
前
年
対
比
95
％
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
事
業
で
は
、
受
託
利
用
事
業
（
除
雪
）
が
、
前
年
対
比
で
は
72
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
受
託
林
産
事
業
か
ら
の
利
用
料
収
入
は
四
七
百
五
十
一
万
円
と
な
り
、
調

査
収
入
も
五
百
六
十
三
万
円
と
増
加
し
ま
し
た
。
利
用
全
体
で
は
収
益
二
億
四
千
二
百

九
十
二
万
円
で
前
年
対
比
98
％
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
三
年
の
総
代
会
で
役
員

選
任
規
程
が
変
更
さ
れ
、
書
面

に
よ
る
議
決
権
行
使
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
役
員
選

任
議
案
で
は
、
賛
成
数
は
書
面

投
票
百
四
票
、
本
人
出
席
投
票

六
十
四
票
で
、
合
計
百
六
十
八

票
で
決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

郵
便
の
配
達
に
三
日
も
か
か

る
こ
と
か
ら
、
早
め
に
書
面
議

決
書
を
投
函
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
が
、
総
代
の
皆

様
の
ご
理
解
に
よ
り
、
締
切
日

を
超
え
て
届
い
た
物
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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(単位 千円) (単位 千円)

金 額 備 考 金 額 備 考

4,300
賦課金、実費収入　他

4,300
総代会経費、広報発行費　他

11,104
林産立木売上 　受託販売・林産
手数料　他 3,676

木材購入費　林産立木購入費
他

森 林 整 備 89,478
森林整備収入、森林請負収入、
治山工事収入　他 森 林 整 備 57,056

森林整備費、森林請負費、治山
工事費　他

利 用 253,020
調査収入、利用料、利用事業収
入、受託利用事業収入　家賃収
入　共済保険手数料　他

利 用 174,429
調査費、利用施設維持費、利用
事業費、受託利用事業費　賃貸
施設維持費　他

購 買 11,928
事業物資売上
生活物資売上 購 買 9,873

事業物資売上原価
生活物資売上原価

金 融 11
事業資金貸付利息
林業改善資金取扱手数料 金 融 6

事業資金借入利息

369,841 249,340

1,000

100,650

100,000

受託販売取扱高

受託林産取扱高

受託森林整備取扱高

合 計合 計

収 益 費 用

部 門

指 導 部 門

販 売 部 門

指 導 部 門

販 売 部 門

森

林

整

備

部

門

令和５年度部門別損益計画

部 門

森

林

整

備

部

門

除名対象人数
地　区 賦課金未納期間 対象人数

令和元年度から未納 1名

小計 1名

令和元年度から未納 3名

小計 3名

令和元年度から未納  0名

小計  0名

令和元年度から未納  0名

小計  0名

令和元年度から未納 2名

小計 2名

令和元年度から未納 0名

小計 0名

6名合計

中野

飯山

山ノ内

木島平

野沢温泉

豊田

（単位 千円）

事 業 総 損 益
収 益 369,841
費 用 249,340

事 業 総 利 益 120,501
事 業 管 理 費 118,987

事 業 利 益 1,514
事 業 外 損 益 800

経 常 利 益 2,314
特　別　損　益 -1,305

税 引 前 当 期 利 益 1,009
　　 法人税・住民税及び事業税 703

当 期 剰 余 金 306
前 期 繰 越 剰 余 金 16,924
当 期 未 処 分 剰 余 金 17,230

令 和 ５ 年 度 損 益 計 画
今
年
度
は
、５
年
間
の
継
続
と
な
っ
た「
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

は
、
再
造
林
や
林
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
を
重
点
と
し
て
お

り
、
積
極
的
な
活
用
に
努
め
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
県
・
市
町
村
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
の
森
林
・

林
業
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
ま
す
。

国
が
目
指
し
て
い
る
「
新
し
い
林
業
」
は
、
機
械
化
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
に
よ
っ
て
、
生
産
力
や
労
働
環
境
を
改
善
し
、
再
造
林
や

保
育
ま
で
含
め
た
収
支
を
プ
ラ
ス
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
経
営
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
経

営
モ
デ
ル
実
証
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
確
か
な
手
法
と
し
て

軌
道
に
乗
る
ま
で
の
道
の
険
し
さ
も
想
定
し
た
う
え
で
、
信
州

大
学
等
と
連
携
し
て
、
林
業
の
新
し
い
時
代
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

国
有
林
の
「
樹
木
採
取
権
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
県
下
で

は
長
野
森
林
組
合
が
契
約
さ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
で
は
、
長
野

森
林
組
合
と
の
事

業
連
携
に
よ
り
、

こ
の
事
業
の
一
翼

を
担
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
の

取
扱
計
画
は
、
収
益
三
億
六
千
九
百
八
十
四
万
円
、
受
託
販
売
百
万

円
、
受
託
林
産
一
億
六
十
五
万
円
、
受
託
森
林
整
備
一
億
円
で
合
計

五
億
七
千
百
四
十
九
万
円
程
の
取
扱
い
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
続
き
、
赤
坂
林
産
事
業
所
の
機
能
増
強
と
福
利
厚
生

の
た
め
再
整
備
を
行
い
ま
す
。

組
合
内
の
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
概
要
把

握
し
、
シ
ス
テ
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
デ
ー
タ
管
理
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
リ
ス
ク
と
被
害
発
生
時
の
対
応
な
ど
の
課
題
を
分

析
し
、
課
題
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

第
十
一
号
議
案
で
左
表
の
六
名
に
つ
い
て
、
除
名
を
決
定
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
何
度
も
納
入
の
お
願
い
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
時
に
脱
退
届
の
提
出
を
勧
め
て
い
ま
す
。
広
報
誌
で
も
広

報
し
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
応
じ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
今

回
３
年
以
上
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
除
名
に
つ
い
て
附

議
し
、
決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
除
名
決
議
通
知
書
に
よ

り
弁
明
の
機
会
を
設
け
る
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
異
議
、

弁
明
に
つ
い
て
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
皆
さ
ん

同
意
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
今
回
の
議
決
に
至
り
ま
し
た
。

出
資
金
に
つ
い
て
は
、
未
納
賦
課
金
と
の
相
殺
を
優
先
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
相
殺
後
残
金
の
請
求
等
に
つ
い
て
は
、
総
務

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

令
和
五
年
度
事
業
計
画

組
合
員
の
除
名
に
つ
い
て
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新役員の皆さん

令和5年度からの新役員が選任されました。

令
和
五
年
度
新
役
員

代
表
理
事
組
合
長　

山
﨑　
　

明　
（
飯
山
市
）

副
組
合
長
理
事　
　

小
林　

俊
幸　
（
中
野
市
）

代
表
監
事　
　
　
　

高
坂
亀
美
雄　
（
員
外
・
税
理
士
）

総
務
委
員
長　
　
　

瀧
澤　

俊
實　
（
木
島
平
村
）

業
務
委
員
長　
　
　

丸
山　

隆
久　
（
中
野
市
）

総
務
副
委
員
長　
　

小
嶋　

秀
治　
（
山
ノ
内
町
）

業
務
副
委
員
長　
　

関　
　

保
典　
（
飯
山
市
）

総
務
委
員　
　
　
　

丸
山　

扶
美　
（
中
野
市
）

総
務
委
員　
　
　
　

森　
　
　

勝　
（
飯
山
市
）

総
務
委
員　
　
　
　

斉
藤　

賢
市　
（
野
沢
温
泉
村
）

業
務
委
員　
　
　
　

山
口　
　

剛　
（
山
ノ
内
町
）

業
務
委
員　
　
　
　

大
井　

晴
雄　
（
山
ノ
内
町
）

業
務
委
員　
　
　
　

森　
　

和
樹　
（
木
島
平
村
）

監
事　
　
　
　
　
　

内
田　

茂
実　
（
山
ノ
内
町
）

監
事　
　
　
　
　
　

河
野　

達
浩　
（
野
沢
温
泉
村
）

今
回
の
改
選
で
は
、
森
林
組
合
法
が
改

正
さ
れ
て
令
和
六
年
度
ま
で
に
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
販
売
事
業
や
経
営

等
に
関
し
実
践
的
な
能
力
を
有
す
る
理

事
」
と
し
て
、
元
長
野
県
林
務
部
長
の
山

﨑
明
さ
ん
が
理
事
候
補
者
と
し
て
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
系
統
運
動
の
中
で
、

若
年
層
や
女
性
役
員
の
就
任
に
よ
る
、
多

様
な
年
齢
・
性
別
に
よ
る
組
合
経
営
を
目

指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
女
性
理

事
と
し
て
丸
山
扶
美
さ
ん
が
推
薦
さ
れ
、

若
年
層
は
六
十
歳
未
満
の
者
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
山
口
剛
さ
ん
が
該
当
さ
れ

る
の
で
、
こ
れ
ら
を
網
羅
す
る
役
員
が
総

代
会
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
翌
日
の
四
月
二
十
三
日
に
、
新

役
員
に
よ
る
初
め
て
の
理
事
会
が
飯
山
市

の
び
っ
く
わ
ん
で
開
催
さ
れ
、
理
事
の
互

選
に
よ
り
山
﨑
明
さ
ん
が
代
表
理
事
組
合

長
に
選
出
さ
れ
、
副
組
合
長
に
は
元
中
野

市
経
済
部
長
の
小
林
俊
幸
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

総
務
委
員
長
に
は
、
木
島
平
村
の
瀧
澤

俊
實
さ
ん
、
業
務
委
員
長
に
は
中
野
市
の

丸
山
隆
久
さ
ん
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
監
事
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、

代
表
監
事
に
は
税
理
士
で
員
外
監
事
の
高

坂
亀
美
雄
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
八
年
の
総
代
会
の
日
ま
で

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
二
月
二
十
七
日
の
理
事
会
で
、
役
員
選
任
規
程

に
従
い
、
中
野
市
、
飯
山
市
、
山
ノ
内
町
、
木
島
平
村
、
野

沢
温
泉
村
、
中
野
市
豊
田
の
各
地
区
か
ら
二
名
ず
つ
の
推
薦

委
員
が
選
任
さ
れ
、
三
月
二
十
二
日
に
本
所
会
議
室
で
推
薦

会
議
が
開
催
さ
れ
、
総
代
会
に
附
議
す
る
役
員
候
補
者
を
決

定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
県
林
務
部
長
の
山
﨑
明
さ
ん
が
組
合
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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キャタピラー更埴営業所で行った完成検査

赤坂林産事業所で行った操作教習

あいにくの雨の中、現地検討会が開催されました。

昨
年
五
月
三
十
日
に
、
日
本
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
合
同
会
社
と
三
千
三
百
八
十
万
円
（
税
別
）

で
契
約
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
が
、
二
月
十
日
に
納
品
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
の
ス
マ
ー
ト
林
業
導
入
支
援
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
千
五
百
万
円
の
補
助
を
受
け

て
の
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
日
に
は
、
林
産
班
員
を
対
象
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
操
作
に
つ
い
て
、
メ
ー

カ
ー
か
ら
指
導
員
を
招
い
て
操
作
教
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
、
造
材
の
際
の
計
測
に
よ
り
末
口
・
元
口
の
径
と
長
さ
を
デ
ー
タ
化

し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
入
力
に
よ
る
造
材
し
た
丸
太
の
Ａ
材
Ｂ
材
と
い
っ
た
分
類
に
よ
る
デ
ー

タ
管
理
も
可
能
で
あ
り
、
作
業
日
ご
と
の
デ
ー
タ
集
計
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
デ
ー
タ
の
送
受
信
や
管
理
に
つ
い
て
、
業
務
課
員
を
対
象
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス

タ
デ
ー
タ
の
取
扱
い
と
管
理
に
つ
い
て
の
教
習
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
材
の
在
庫
状
況
や
、
日
ご
と
の
生
産
状
況
の
把
握
な
ど
、
電
子
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

の
現
場
管
理
の
ス
マ
ー
ト
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

林
野
庁
が
行
う
「
新
し
い
林
業
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
」
に
、
全
国
十
二
ヵ
所
が
選

定
さ
れ
た
実
証
団
体
に
、
当
組
合
が
林
業
経
営
体
と
し
て
参
加
し
、
支
援
機
関
で
あ
る

信
州
大
学
と
精
密
林
業
計
測
㈱
が
行
っ
て
い
る
「
川
上
と
川
下
の
デ
ー
タ
連
携
を
柱
と

す
る
コ
ス
ト
削
減
と
山
元
還
元
の
実
証
事
業
」
の
現
地
検
討
会
が
五
月
二
十
九
日
に
木

島
平
村
の
皆
伐
施
業
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ザ
と
背
負
子
レ
ー
ザ
を
統
合
し
た
森
林
資
源
調
査
と
計
測
か
ら
丸
太

の
利
用
材
積
の
算
定
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
そ
の
利
用
材
積
と
品
等
情
報
を
利
用
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
造
材
指
示
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
乱
尺
造
材
に
必
要
な
丸
太
を
山
土
場

に
集
積
・
ハ
ー
ベ
ス
タ
で
採
材
さ
れ
た
丸
太
情
報
と
レ
ー
ザ
計
測
の
丸
太(

椪
積
）
情

報
を
突
合
し
て
精
度
検
証
、
ま
た
、
川
上
と
川
下
の
製
材
所
、
工
務
店
が
連
携
し
て
、

建
築
用
構
造
材
の
産
地
直
送
に
よ
る
流
通
コ
ス
ト
削
減
モ
デ
ル
と
し
て
の
試
験
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

今
後
、
ド
ロ
ー
ン
計
測
で
地
形
情
報
と
枝
条
集
積
箇
所
、
植
栽
本
数
か
ら
植
栽
計
画

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
ホ
ロ
レ
ン
ズ
装
着
に
よ
る
誘
導
植
栽
、
下
刈
作
業
の
検
証
、
植
栽

後
ド
ロ
ー
ン
計
測
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
植
栽
木
、
下
刈
欠
損
木
と
枯
死
木
の
自
動
検
出
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
が
納
品
さ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
林
業
導
入
支
援
事
業
に
よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

「新しい林業」経営モデル実証事業現地検討会開催
・・・ 木島平村のカラマツ皆伐施業地 ・・・
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 利用事業室
 〒389-2255 飯山市大字静間383番地14
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編集後記
新型コロナも感染症分類が５類となり、少しずつ

日常に戻りつつあります。

組合行事も通常開催となりましたので、様々な

話題を皆さんに紹介していきたい

と思います。

組合職員を募集しています
 技能職 
令和６年３月に高校・専門学校を卒業予定の方
職種：森林整備ほか（冬期間は除雪業務）
免許・資格：普通自動車免許（必要な資格は採用
後に取得）

求人数：２人
給与：技能職員給与規程による
諸手当：通勤手当・扶養手当・賞与
加入保険等：雇用・労災・社保・厚生年金
就業時間：7：30～ 17：00　休憩 90分
定年：65歳
休日：土日　年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

 総合職 
令和６年３月に大学林業専門課程卒業予定の方
職種：森林計画作成・調査・測量・施工管理等
免許・資格：普通自動車免許
求人数：１人
給与：職員給与規程による
諸手当：通勤手当・扶養手当・賞与
加入保険等：雇用・労災・社保・厚生年金
就業時間：8：30～ 17：15　休憩 45分
定年：60歳　　65歳まで再雇用制度あり。
休日： 土日　祝祭日
　　　年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

 総合職 
建設関係営業職・現場管理経験者（45歳まで）
職種：利用事業の営業・除雪事業の管理業務ほか
免許・資格：普通自動車免許
求人数：１人
給与：職員給与規程による。
　　　経験年数加算内規により算定します。
諸手当：通勤手当・扶養手当・賞与
加入保険等：雇用・労災・社保・厚生年金
就業時間：8：30～ 17：15　休憩 45分
定年：60歳　　65歳まで再雇用制度あり。
休日：土日　祝祭日
　　　年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

 技能職 
学歴は問いません（45歳まで）
職種： 組合所有重機の特定自主検査および不具

合発生時の軽微な修繕ほか修理の手配
免許・資格： 2 級自動車整備士（実務経験 1年

以上）、又は3級自動車整備士（実
務経験 4年以上）※特定自主検査者
資格は採用後に取得

　　　　　　 なお、特定自主検査者資格取得者
は優遇します。

求人数：１人
給与：技能職員給与規程による。
　　　経験年数加算内規により算定します。
諸手当：通勤手当・扶養手当・賞与
加入保険等：雇用・労災・社保・厚生年金
就業時間：7：30～ 17：00　休憩 90分
定年：65歳
休日：土日　年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

四
月
か
ら
業
務
課
計
画
係
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
羽
入
田
真
亜
久
（
は
に
ゅ
う
だ 

ま
あ
く
）
君
は
、

山
ノ
内
町
出
身
で
三
月
に
大
学
を
卒
業
し
て
当
組
合

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
係
で
は
、
山
ノ
内
町
担
当
と
な
り
、
山
ノ
内

町
に
お
け
る
境
界
明
確
化
や
経
営
計
画
等
の
策
定
な

ど
の
業
務
に
あ
た

り
ま
す
。

現
在
は
、
先
輩

の
下
で
勉
強
中
で

す
。今

後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新
入
職
員
紹
介
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